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長野県では2018年から2022年まで、長野県総合5か年計画

（しあわせ信州創造プラン2.0）が策定され、その中でシニア世代が

培ってきた豊富な知識や経験を活かして、これまで以上に

地域社会の一員として活躍できる「人生二毛作社会」を実現します。

2023年から（しあわせ信州創造プラン3.0）として

誰にでも居場所と出番がある社会をつくる

「人生100年時代シニアの活躍推進事業」になりました。

長野市に本部を、県内10か所の保健福祉事務所に

支部を置き、県シニア大学もそれぞれの学部があります。

また、各地域に、卒業生を中心とした地区賛助会があります。

公益財団法人 長野県長寿社会開発センター



シニアの社会参加の機運を高めるための、
ネットワークづくり、情報発信

「長野県シニア大学」を通じて、地域と関わる人材を
養成

信州ねんりんピックの開催や、賛助会活動を
通じて、健康で活躍できる場を作ります。

シニアの社会活動を促進するためのコーディ
ネートをします

意識づくり 人づくり

仲間づくり、健康づくり コーディネート、仕組みづくり



シニア活動推進コーディネーター

⚫ シニア活動推進コーディネーターの役割

県シニア大学をはじめ、地区賛助会や

地域のシニアの皆さんの活動を応援し

ながら、必要な機関や人をつなげる役割。

(10支部に配置されています）



長野県シニア大学

【一般コース】

幅広い分野の学習ができる3つの講座

➢ 教養講座 → 社会や地域の現状、歴史など

➢ 実技・選択講座→俳句、書道、絵手紙、写真他

➢ 社会活動講座 →人生の振り返り、仲間づくり

ボランティア活動など

県内10地域に学部があります

学習期間：2年（年間15日、1回4時間）

毎年5月～翌年2月頃まで

授業料：12,000円





長野県シニア大学

【専門コース】
地域課題を的確に捉え、それを解決する専門的なス
キルを持ったリーダーやプロデューサー的な人材の
養成を目指します

➢ ライフデザインコース …        創造的な生き方
➢ コミュニティデザインコース… 地域創造
➢ ビジネスデザインコース… 社会的起業

学習期間：1年 講座は少人数のゼミ形式
授業料  ：26, 000円
※卒業後は「シニア地域プロデューサー」として、
各地で活躍しています。



【ライフデザインコース】

• 萩原 達人さん



• 現役時代とは切り離した自分のライフデザインを考えていた

が、授業の中で、現役時代にやっていたことをぜひ生かしたら

とみんなに言われた。

• 現役時代のスキルを活かして、何かできそうな気がしてきた。

• 県担当課とも情報交換



【シニア大学専門コース】

• ビジネスデザインコース

• 高田 武さん



• テーマ：集落営農組合の更なる進化を目指して

• 授業で作成した5か年計画の企画書

• 村の助成金のプレゼンテーションでも活用

• なんと200万円獲得！

• 200万でサツマイモの甘さを引き出すコンテナ
を購入

• 茨城県に視察等々

• 初期費用とした



• ついに6次産業化に

• 北アルプス山麓ブランドスイーツプロジェクトに

選ばれる



長野県労働雇用課とシニア大学等の連携事業について







生きがい就労推進事業参加者の感想

⚫ 高収入でもやりたくないことも無理にやらなくてはいけないのでは、現役世代の時と変わらないと思うので、自分が楽しく活動で

きる範囲で、収入を得て、喜びを感じる、そういう活動の仕方、働き方を選べるのがシニア世代の良いところですね。

⚫ 収入のみが目的ではないけれども、わずかでも収入になると喜びや自信になるということ

⚫ 私の60代後半の母親が、今も楽しそうに働いており、「もう退職してゆっくり休めばいいのに」と思っていましたが、働くことで

得られる人とのつながりや、収入を得る喜び・自信が、母を元気に保っているのだと思いなおしました。母が楽しく働ける限り、

応援したいと思います。またいつか退職した後も、好きなことをして人生を楽しんでほしいなと思いました。

⚫ 終身雇用の時代に働き、会社に守られ定年60歳から65歳になり再雇用制度などで70歳まで働ける。良い時代なのか否か？何歳まで

働けばよいのだろう！元気な内に遊びたい！

⚫ それぞれ年の取り方に個人差はありますが、体も頭も固くなりできる仕事の内容が限られてくる寂しさは、仕事が生きがいでも楽

しいものでもなくなってしまいます。

⚫ お二人（中西さん・唐木さん）の事例では、気の合った仲間や地域ぐるみで楽しくワイワイと作ったもの？が対価となって、みん

なのお小遣いとなってより一層楽しい活動（仕事）になっているのがよいですね。このコロナ禍で継続が難しいのが残念です。

⚫ いくつになっても存在意義を感じられることが大切だと改めて感じた。またシニア世代になって新たなつながりをつくることも大

切だが、やはり若い内からどれだけつながりを持ってこられたかが大事なんだなと改めて思った。



ご清聴ありがとうございました
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